
（１）調査実施日 （２）調査の目的
令和４年４月 12 日（火）

（３）調査対象、実施教科等

調査対象 実施教科 調査範囲 調査実施時間 受検者数

第１学年 国語、数学、英語
前学年までに

履修した内容

45分間、配布と回収を含め

１単位時間（50分）を充てる。

448 人

第２学年 国語、数学、英語 439 人

第３学年 国語、数学、英語 433 人

「狛江市学習状況調査」第３学年の結果（大領域別集計）

「狛江市学習状況調査」第２学年の結果（大領域別集計）

◇ 生徒の学習状況を把握し、生徒の学力を把握、分析する。
◇ 分析結果を基に日々の授業改善を行い、生徒の学力向上に資する。

令和４年度 「狛江市学習状況調査（ＮＲＴ）」の結果 及び 「全国学力・学習状況調査」の結果【中学校】

（１）調査実施日 （２）調査の目的
令和４年４月 19日（火）

（３）調査対象、実施教科等

（４）調査の内容

調査対象 実施教科 調査範囲 調査実施時間 受検者数

中学校 第３学年 国語、数学、理科
調査する学年の前学年ま

でに含まれる指導事項

45分間（準備・

回収含めない）
423 人

◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童の
学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改
善を図る。

◇ 取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
◇ 学校における児童への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

「全国学力・学習状況調査」第３学年の結果

狛江市学習状況調査

国語では、「読むこと」の領域では全国よ

り７％上回った。特に「読むこと」の領域か

ら出題された、「主題の傾向を読み取る」に

関する問題が全国より大きく上回った。

数学では、「図形」の領域が全国より 13％

上回った。「図形」の領域から出題された、

「平面図形」に関する問題が全国より大きく

上回った。また、「データの活用」の領域も

全国より 10％上回った。「データの活用」の

領域から出題された、「ヒストグラムと相対

度数」が全国より大きく上回った。一方、「数

と式」の領域は全国より下回った。特に「方

程式」に関する問題が全国より下回った。

国語では、全ての領域において正答率が全

国より上回った。「書くこと」の領域では全

国より８％上回った。「書くこと」の領域か

ら出題された、「情報を選び構成を考えて書

く」に関する問題が全国を大きく上回った。

数学では、「関数」の領域が全国より 12％

上回った。「関数」の領域から出題された、

「１次関数」に関する問題が全国を大きく上

回った。一方、「データの活用」の領域が全

国より４％下回った。特に、「四分位範囲や

箱ひげ図」に関する問題が全国を大きく下回

った。

全体の正答率としては、全国より 0.3％上回った

が、東京都より 0.4％下回った。

領域別では「読むこと」が 5.2％、全国より上回っ

た。一方、「書くこと」の領域が、全国より 6.5％、

東京都より 3.8％下回った。

第２学年

狛江市学習状況調査と全国学力・学習状況調査（第３学年）の結果より

＜国語＞「読むこと」の領域から出題された「主題や構成を読み取る」の問題では、NRT の選択問題では、全国

が 66.7％、狛江市が 71.8％であり、記述式の全国学力調査では、全国が 73.8％、狛江市が 79.9.％と高

い正答率となり、題意を読み取ることができていた。一方、「書くこと」の領域から出題された「考えが

分かるように工夫して書く」の問題において、NRT の選択問題では、全国が 67.5％、狛江市が 72.6％の

正答率であったが、全国学力調査では、記述式のため全国が 46.5％、狛江市が 40.0％と低い正答率とな

った。記述式の正答率を高めるため、国語科を中心に「書くこと」の力を教科等横断的に育成していく

必要がある。

＜数学＞「図形」の領域から出題された「三角形の合同の証明」の問題では、NRT の選択問題では、全国が 55.0％、

狛江市が 59.0％の正答率となった。全国学力調査では、記述式であったが穴埋めであったため、全国が

73.2％、狛江市が 80.9％の正答率であった。また、全国学力調査で記述式の問題として出題された「筋

道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明する」問題における正答率は、全国が 12.5％、狛江市が

17.0％と正答率が著しく低かった。国語と同様に自分の考えを表現するための「書くこと」の力を育成

していく必要がある。

全国学力・学習状況調査

◇ 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に
活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等

◇ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善
する力等

全体の正答率としては、全国より 4.6％、東京都よ

り 2.0％上回った。

領域別では「数と計算」が 5.4％、「図形」が

5.4％上回った。特に「関数」は大きく 8.2％上回っ

た。一方、「データの活用」の領域は、東京都より

2.0％下回った。

第３学年国

語

数

学

第３学年
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数

学

狛江市 東京都(公立) 全国(公立)

59.7 60.1 59.4 -0.4 0.3 

Ａ 話すこと・聞くこと 66.1 65.7 63.9 0.4 2.2 

Ｂ 書くこと 40.0 43.8 46.5 -3.8 -6.5 

Ｃ 読むこと 73.1 70.8 67.9 2.3 5.2 

平均正答率

全体

国語 東京都比 全国比

領
域

狛江市 東京都(公立) 全国(公立)

56.0 54.0 51.4 2.0 4.6 

Ａ　数と計算 62.8 59.5 57.4 3.3 5.4 

Ｂ　図形 49.0 47.6 43.6 1.4 5.4 

Ｃ　関数 51.8 47.1 43.6 4.7 8.2 

Ｄ　データの活用 57.5 59.5 57.1 -2.0 0.4 

平均正答率

全体

数学 東京都比 全国比

領
域


